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Synopsis

 Hynobius nebulosus is a tychopotamic salamander distributed in the western part of Japan. This salamander has been 

nominated as a species on the verge of extinction, but on the Nara Campus of Kinki University where there is coppice 

 (Satoyama), no small amount of individuals inhabits the area. Some habitats are fallow rice fields, and sometimes these 

areas are filled with sand flowing from the upper sites. It is essential to prevent the down-flow of sand in order to protect 

the population of this species.
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1.は じめ に

カス ミサ ンシ ョウウオ(御 〃o伽 ∫〃6∂〃o∫%∫)

は両 生 綱(Amphibia)有 尾 目(Urodela)サ ン

シ ョウウオ科(Hynobiidae)の 生物であ り、 日本

固有種で西 日本 に分布する止水性サ ンシ ョウウオ

である。カス ミサ ンシ ョウウオは繁殖期や幼生期

を水田等の止水域で生活 し、上陸 してか らは二次

林 などの里山環境に生息する、里山の代表的な生

物である。 しか し、近年では生息地の荒廃や開発

によって個体数が減少 してお り、環境省の レッ ド

デー タブックで は絶滅危惧1類(VU)1)、 近畿

大学 奈良キ ャンパ スが位置す る奈 良県 の レッ ド

デ ー タブ ックにお い ては絶滅 寸前 種 に選 定 さ

れ2)、 奈良県希少野生動植物の保護に関す る条例

にて保護 されている3)。

当キャンパスではこれまで、林内の棚田跡 に杉

が植栽 された後放棄された場所にあるサ ンシ ョウ

ウオビオ トープ(以 下、サ ンシ ョウウオBio)や

その周辺で生息や繁殖が確認 されているが、近年

では当キャンパスの里 山も管理不足 でサ ンショウ

ウオBioに ある池や水路が土砂で埋 まるなどの問

題が起 きている。

そこで、本報文では、過去の調査 データ4)5)6)7)

も活用 し、 さらに2011年 秋 までの調査 で収集 し

たデータを基 にキャンパス内での分布状況 につい

て報告する。

2,調 査地および調査方法

調査地は奈良県奈良市中町にある近畿大学奈良

キャンパス構内(34°40'N,135°40'E海 抜150m

～250m)で8) 、今まで確認 された ものに加えて、

2011年 度 にお こなったキ ャンパ ス内のカス ミサ

ンシ ョウ ウオの生息状況の調査 とPFT調 査9)

の結果 より分布図を作成 した。カス ミサ ンショウ

ウオの各発育段階 は卵嚢(図A)、 幼生(図B)、

亜成体(上 陸か ら性成熟 す るまでの個体:図C
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～E) 、 成 体(性 成 熟 した 個 体:図 版F)と し、

表 に ま と め た(表1)10)11)12)13)14)15)。2011年

度 の 調査 で は ル ー トセ ンサ ス法 に よ り調 査 を行

い、各池では卵嚢や幼生 を重点的に調査 した。

表1.近 畿大学奈良キャンパスにおいて確認されたカスミサンショウウオ

確認年月日 近畿大学奈良キャンパスにおける確認場所 発育段階 確認数 態犬 文献

1997年3月8日

2006年

2007年

2007年

2007年

2007年

2008年3月15日

2008年3月15日

2008年3月26日

2008年3月26日

2008年3月29日

2008年4月1日

2008年4月21日

2008年4月24日

2008年5月21日

2008年5月26日

2008年5月27日

2008年6月4日

2008年6月4日

2008年6月21日

2008年7月14日

2008年9月14日

2008年10月8日

林内

林道の傍 らにあった朽木

倒木の樹皮の下

サ ンシ ョウウオBio

湿 地Bio

棚 田Bio

サ ンシ ョウウオBioの 水 路

サ ンシ ョウウオBio

サ ンシ ョウウオBioの 水 路

サ ンシ ョウウオBioの 水 路 と池の問

サ ンシ ョウウオBioの 水 路

サ ンシ ョウウオBioの 池

西 グラウン ド横の側溝

調整池付近の側溝

サ ンシ ョウウオBioに 設置 した朽木下

サ ンシ ョウウオBioに 設置 した朽木下

サ ンシ ョウウオBioに 設置 した朽木下

サ ンシ ョウウオBioに 設置 した朽木下

サ ンシ ョウウオBioに 設置 した朽木下

サ ンシ ョウウオBioに 設置 した朽木下

サ ンシ ョウウオBioの 斜 面

サ ンシ ョウウオBioの 斜面

サ ンシ ョウウオBioの 斜 面

2008年10月24日 サ ンシ ョウウオBioの 斜 面

2008年10月28日 サ ンシ ョウウオBioの 斜 面

2008年10月30日 サ ンシ ョウウオBioの 斜面

2008年11月5日

2011年2月21日

2011年2月22日

2011年3月29日

2011年3月29日

2011年3月29日

2011年4月15日

2011年4月26日

2011年4月26日

2011年5月16日

2011年6月7日

2011年6月11日

2011年6月11日

2011年6月24日

2011年7月5日

2011年7月25日

サ ンシ ョウウオBioの 斜 面

サ ンシ ョウウオBioの 水 路復旧中

サ ンシ ョウウオBioの 池 内

サ ンシ ョウウオBioの 池 内

サ ンシ ョウウオBioの 池 内

a地 点の池内

b地 点の池付近の朽木の下

サ ンシ ョウウオBioの 池 内

サ ンシ ョウウオBioの 池 内

亜成体

不明

不明

卵嚢

卵嚢

卵嚢

卵嚢

成体

卵嚢

卵嚢

卵嚢

卵嚢

卵嚢

卵嚢

幼生

幼生

幼生

幼生

幼生

亜成体

成体

成体

成体

成体

成体

成体

成体

成体

成体

卵嚢

成体

卵嚢

亜成体

幼生

成体

サ ン シ ョウ ウ オBioに 設 置 した ピ ッ ト成体

フォール トラップ(以 下PFT)14)内

サ ンシ ョウウオBioの 池 内

サ ンシ ョウウオBioの 斜 面付近のPFT内

サ ンシ ョウウオBioのPFT内

サ ンシ ョウウオBioのPFT内

サ ンシ ョウウオBioの 池 に近いPFT内

サ ンシ ョウウオBioの 斜 面付近のPFT内

2011年10月27日 サ ンシ ョウウオBioのPFT内

幼生

亜成体

成体

亜成体

亜成体

亜成体

亜成体

l

l

1

9対

2対

1対

2対

1

2対

3対

3対

2対

1対

0.5対

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

4対

1

7.5対

1

多 数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

越冬中

越冬中

越冬中

水から出ていた

二つに分かれていた

片房のみ

変態間近

越冬中

艀化 ・初確認

死体

すこし外鯉有り

死体

4)

5)

5)

5)

5)

5)

6)

6)

6)

6)

6)

6)

6)

6)

6)

6)

6)

6)

6)

6)

6)

6)

6)

6)

6)

6)

6)

今 回

今 回

今 回

今 回

今 回

今 回

今 回

今 回

今回

今回

今回

今回

今回

今回

今回

今回
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3.調 査結果 4.考 察

2011年 度 を含 め、 これ まで に卵嚢 や幼生が確

認 された場所 を図1に 示 した。

2011年 度にカス ミサ ンシ ョウウオの生息が確

認 された地点 は次の とお りである。

① サ ンショウウオBio(図G,H):卵 嚢、幼 生、

亜成体、成体 と各段 階を確認できたが、雨が

降 るた びに土砂が流れ込み たびたび埋 まっ

た。

②a地 点 の池(図1):三 方 を急 な斜面 で囲 ま

れ、水位がかなり低 いが産卵数は多かった。

③b地 点の池(図J):池 の水量は多いが産卵は

確認 されなかった。 しか し、付近で越冬個体

が確認 された。

さらに、これまでの当キャンパス内におけるカ

ス ミサ ンシ ョウウオの記録 を表 にまとめ る(表

1)と 、当キャンパ スでの産卵 を主体 とした繁殖

期 は3月 頃で8月 頃 には越夏、12月 か ら越冬す

ることが確認 された。2011年 現在 で も生息が確

認 され たのはサ ンシ ョウウオBioの 周辺 のみ で

あった。

今回の調査では過去 に卵嚢が確認 された場所 と

同 じ場所で見つかったのはサ ンシ ョウウオBioの

みで、他の場所では見つか らなかった。 しか し、

サ ンショウウオBio内 で も、水路 よりも池(止 水

域)で 多 く産卵 され る傾 向にあ った。2011年6

月20日 には大雨 によ りサ ンシ ョウウオBio内 の

池が土砂で埋 ま り、池内の幼生が流 される事態が

起 こった。

また、新たに生息が確認 されたa地 点において

も、卵嚢の数はサ ンショウウオBioよ りも多かっ

た ものの、水位の変化が激 しく何度 も卵嚢が水面

上 よりも外に出るのが観察 された。そのためか発

生は確認 されたが、艀化後の幼生を確認すること

は出来なかった。さらに、サ ンシ ョウウオBioに

は天敵 となるウシガエルやアライグマなどの外来

生物や在来種のサワガニが生息 してお り、カス ミ

サ ンショウウオの生息 に影響 を及ぼ している と考

えられる。

これ らの ことより本 キャンパスではカス ミサ ン

ショウウオが継続的に生息 している ものの、年々

生息環境の悪化 によ り生息域 が狭め られてお り、

図1.近 畿大学奈良キャンパスにおけるカスミサンショウウオの分布図

卵塊は○、幼体は△、亜成体は口、成体は☆、全発育段階が確認できたものは◎の記号で示 した。
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早急 な保護活動を必要 とす ると考えられる。奈良

県では奈良県希少野生動植物の保護 に関する条例

などにより保護 されている。

保護 のためには生息場所 を放 置す るのではな

く、条例や指針に従った保護活動以外にも産卵場

所 である水路や池の維持や外 来種の防除などある

程度人の手を加えることによってカス ミサ ンショ

ウウオの生息環境 を維持 してい く必要がある。
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6.要 旨

近畿大学奈良キャンパスにおいて、奈良県の絶

滅寸前種 に選定 されているカスミサ ンシ ョウウオ

の生息状況 を過去 のデー タと新たに2011年 の卒

業研 究の過程で収集 されたデー タをもとにま と

め、考察 した。当キ ャンパスでの繁殖期 は3月 頃

で、8月 頃に越夏、12月 から越冬す ることが確認

された。2011年 現在で も生息が確 認 されたのは

サ ンショウウオBioの 周辺のみであった。生息状

況の悪化が懸念 されるが、ある程度人の手を加え

た管理によってカス ミサ ンショウウオの生息環境

を維持 してい く必要がある。
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